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ホームカミングデーのご案内

平成27年度 ホームカミングデーを下記の日程で開催いたします。
この度、渡辺和子理事長様が米寿をお迎えになられました。
私たちのささやかなお祝いと心からの感謝の思いをお伝えしたい
と願い、平成27年度『同窓生の集い』を計画しております。
皆さまお誘いあわせのうえ、是非ご参加ください。

日 時
場 所
内 容

■
■
■

：
：
：
ノートルダム清心女子大学  カリタスラウンジ
同窓生の集い 

参 加 費
定 員
申込み方法

■
■
■

：
：
：

3,500円（昼食代含む）
300名 ※先着順に受付し、定員になり次第締め切ります。

注 意 事 項

お問い合せ

■

■

：

：

駐車場はありませんので、
公共交通機関をご利用ください。

ノートルダム清心女子大学同窓会

結果は随時お送りしますので、その後に、会報に同封の振込用紙にてお振込みください。
※出席の方につきましては、当日配布資料のご出席者
名簿にお名前を掲載いたしますことをご了承下さい。

往復はがきにてお申し込みください。

編
集
後
記

会
報
編
集
委
員

十
四
期
・
家

政　

世
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佳
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十
五
期
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国

文　

実
光

詔
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二
十
一
期
・
国

文　

伊
丹
三
保
子

二
十
四
期
・
英

文　

佐
藤

泰
子

二
十
四
期
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児

童　

久
一

純
子

二
十
九
期
・
英

文　

前
田

明
美

会
報
51
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の「
生
涯
教
育
講
座
」で
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ「
花
子
と
ア
ン
」の
原
案

者
で
あ
る
村
岡
恵
理
氏
を
お
迎
え
し
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
好
評
を
博
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
に
は
児
童
学
科
創
設
五
十
周
年
を

祝
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
御
臨
席
い
た
だ
い
た

江
草
安
彦
先
生
が
三
ヵ
月
後
に
突
然
御
逝
去
な
さ
い

ま
し
た
。
江
草
先
生
は
児
童
学
科
の
基
礎
を
築
か
れ

た
初
代
学
科
長
で
あ
り
、
学
長
補
佐
と
し
て
大
学
の

発
展
に
多
大
な
寄
与
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

後
は
先
生
の
御
遺
志
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
へ
の
御
意
見
、
御
感
想
な
ど
を
広
報
部
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会
で
は
情
報
管

理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の
皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切

な
取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
提
供
範

囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請
が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、本
会
の
必
要
な
範
囲
に
限
定
し
、

使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
か
ら
の

連
絡
送
付

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

●
会
員
確
認
調
査

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供
は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

ジュリーホール北側の桜並木より中央棟を臨む

記

中央棟は1995年に完成した、学内で一番高い地上12階の総合施設。講義室や研究所、会議室のほか、最上階には、ノアの箱舟を模した
小聖堂、塔屋にカリヨン（組鐘）を設け、12時と18時に時を告げています。
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ホームカミングデー

ボランティア
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総会報告

文化講座

同窓会より
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ホームカミングデーのご案内
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山
市
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伊
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町
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ー
一
六
ー
九

「
同
窓
生
の
集
い
」
の

参
加
希
望
し
ま
す

・
○
○
期
○
○
科

・
氏
名

・
電
話
番
号

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会

生
涯
教
育
係

往
信

返
信

図1 往復はがきの記入例

無
記
入

住
所
・
氏
名

・理事長様のご講話（30分）
・会食
・フリージアの会による手作り品の販売

渡辺和子理事長様の米寿のお祝いを

平成 年　　　月　 日（日） 11：00～14：00 〔受付 10：00～〕10 2527

ごきげんいかがですか？今年は人生節目の年「傘寿」ですね！？前回
同期会をして既に６年経ちました。元気なうちに再度懐かしい学び舎
に集い、母校の目覚ましい発展ぶりを眺め乍ら年相応の情報交換を楽
しみませんか？ご出席の人数が把握出来れば、二次会のプランを具体
化する心積もりでおりますから、早めにお申込み頂ければ好都合です。
尚、妙案やご注文があればお申し越しください。ごきげんよう。

●八村（蜂谷）節子 ＴＥＬ（0863）31-0697
●鈴木（小田）菊子 ＴＥＬ（086）238-8805

六期生の皆様へ
日　　時
場　　所
申込方法
締 切 り
連 絡 先

平成27年　　月　　日（日）
カリタスラウンジ「同窓生の集い」にて
「同窓生の集い」と同じです。
月　　日（厳守下さい。）
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五
月
の
代
議
員
総
会
か
ら

発
足
し
た
新
年
度
も
、
一
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
間
十
七
名
の
理
事

を
中
心
に
、
代
議
員
の
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
、
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
各

支
部
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
卒
業
生
の

皆
様
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
同
窓
会
を
目
指

し
て
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
母
校
の
発
展
の
一
助
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
は
、
十
月
五
日
に
開
催
し
、
午
前
中

の「
生
涯
教
育
講
座
」で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の

ド
ラ
マ「
花
子
と
ア
ン
」の
原
案『
ア
ン
の
ゆ
り

か
ご―

村
岡
花
子
の
生
涯
』の
ご
著
者
村
岡

恵
理
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
聴
講
希

望
の
方
が
と
て
も
多
く
、
申
し
込
み
は
先
着

順
と
い
う
形
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
報
で
同
窓
生
の
方
に
お
知
ら
せ
し
、

そ
の
後
ポ
ス
タ
ー
、
各
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
告

知
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の
中
で

も
聴
講
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
く
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

続
く「
同
窓
生
の
集
い
」で
は
、
卒
業
五
十

年
を
迎
え
ら
れ
た
十
二
期
の
方
と
、
十
九
期

の
方
が
同
期
会
を
開
か
れ
ま
し
た
。
学
長
様
、

理
事
長
様
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

在
校
生
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
十
一
月
の
大
学
祭
の
時
に
実

施
し
て
い
る
、
本
学
生
対
象
に
奨
学
金
を
給

付
す
る
た
め
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
奨
学
生

支
援
バ
ザ
ー
も
、
今
回
は
一
昨
年
完
成
し
た

生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
の
中
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
行

い
ま
し
た
。

　

例
年
の
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
の
方
の
作
品
や

遊
休
品
の
販
売
に
加
え
、
昨
年
は
「
マ
イ

シ
ョ
ッ
プ
」を
試
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
卒
業

生
の
方
に
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
展
示
、
販

売
し
て
頂
き
、
そ
の
中
か
ら
一
部
を
寄
付
し

て
頂
く
と
い
う
も
の
で
す
。
好
評
に
付
き
、

新
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
年
末
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
会
が
長
年
の
活
動
に
対
し
て
、

岡
山
市
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
多
く
の
部
員
の
皆
様
の

　

同
窓
会
の
皆
様
、
今
回
も

引
き
続
き
、
岡
山
と
ナ
ミ
ュ

ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道

女
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
士
・
デ
ー
リ

ン
グ
大
司
教
は
、
一
九
二
三

年
一
月
二
十
八
日
付
の
書
簡

で
、
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ス
に
こ
う
説
明

し
ま
し
た ―

　

岡
山
が
大
阪
司
教
区
か
ら
外
さ
れ
る
時
、

私
た
ち
の
会
の
司
祭
と
交
替
し
ま
す
。
大
阪

司
教
区
か
ら
の
分
離
の
日
は
、
岡
山
の
学
校

に
新
し
い
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
到
着
す
る
日
付

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
岡
山
が
大

阪
司
教
区
か
ら
分
離
さ
れ
た
ら
、
私
は
早
速

東
京
か
ら
岡
山
に
向
か
い
、
少
な
く
と
も
数

年
間
は
教
区
長
と
し
て
岡
山
に
住
む
つ
も
り

で
す
。
ど
う
か
早
急
に
決
定
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
会
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
初

め
て
こ
の
依
頼
を
し
て
か
ら
、
も
う
す
で
に

六
か
月
が
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

公
式
の
契
約
が
ま
も
な
く
結
ば
れ
、
四

月
十
二
日
、
渡
米
中
の
総
長
、
シ
ス
タ

ー
・
マ
リ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
同
行
の
シ

ス
タ
ー
た
ち
は
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
に
残
っ
て

い
た
三
名
の
本
部
評
議
員
た
ち
に
そ
の
新

し
い
宣
教
活
動
に
関
し
て
の
賛
否
を
投
票

す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は

「
三
者
と
も
賛
成
」で
し
た
。
そ
れ
は
す
ぐ

に
総
長
に
電
報
で
伝
え
ら
れ
、
新
し
い
宣

教
は
決
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　

デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教
は
、
シ
ス
タ
ー
・
フ

ラ
ン
セ
ス
か
ら
手
紙
を
受
け
取
る
前
、
四
月

二
十
四
日
付
で
書
簡
を
書
い
て
い
ま
す ―

　

こ
ち
ら
の
宣
教
活
動
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
深

く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
は
、
最
後
に
は

私
た
ち
の
努
力
が
実
り
豊
か
な
成
功
を
も
た

ら
す
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。
使
徒
聖
パ

ウ
ロ
の
言
う「
こ
と
を
起
こ
す
前
に
は
忍
耐
が

必
要
だ
」と
い
う
言
葉
が
、
岡
山
の
殉
教
者
で

あ
る
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
墓
碑
に
記
し
て
あ

り
ま
す
。

　

八
月
十
三
日
付
の
書
簡
で
、
デ
ー
リ
ン
グ

大
司
教
は
布
教
聖
省
か
ら
の
認
可
を
受
け

と
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
そ
の
中
で
再
び
岡

山
で
の
計
画
に
つ
い
て
雄
弁
に
語
っ
て
い
ま

す ―

　

ま
も
な
く
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
会
の
創
立
者
マ

ザ
ー
・
ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
リ
ア
ー
ト
の
娘
た
ち

が
私
の
教
区
で
イ
エ
ズ
ス
会
と
と
も
に
働
い

岡
山
と
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

　
　
　
　
　

 

修
道
女
会
と
の
関
わ
り（
二
）
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ご
挨
拶

横
溝
洋
子

髙
木
孝
子

ご
尽
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
会
は
、

同
窓
会
報
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
皆
様
の
お

心
が
こ
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
十
月
二
十
五
日
の「
同
窓
生

の
集
い
」で
は
、
米
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る

理
事
長
様
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
、
皆
様
と
一

緒
に
お
祝
い
を
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。
皆
様
が
母
校
に

帰
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
こ
と
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
同
窓
会
員
の

皆
様
方
の
、
日
頃
の
ご
支
援
を
心
よ
り
感
謝

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

ー
・
ク
レ
ア
・
レ
イ
ヒ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

六
名
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
七
月
二
日
に
鉄

道
で
ボ
ス
ト
ン
を
出
発
し
、
八
日
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
の
ベ
ル
モ
ン
ド
に
向
か
い
、
十
二

日
に
到
着
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く

過
ご
し
た
一
行
は
、
予
定
ど
お
り
二
十
二
日

に
神
戸
へ
向
け
て
出
航
し
た
の
で
す
。

　

船
は
八
月
九
日
に
神
戸
に
着
き
ま
し
た
。

シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
宝
塚
の
聖
心
会
の
修
道

院
で
五
日
間
を
過
ご
し
、
十
四
日
に
岡
山
へ

無
事
到
着
し
た
の
で
す
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
会
は
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の

ご
加
護
の
も
と
、
一
九
二
四
年
八
月
に
清
心

高
等
女
学
校
を
譲
り
受
け
、
そ
の
後
一
九
四

四
年
四
月
に
専
門
学
校
を
創
設
し
た
の
で
す
。

大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
人
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は

抑
留
と
本
国
送
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
九
四

六
年
十
月
に
岡
山
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
戦
後
ま
も
な
く
、
一
九
四
九

年
四
月
に
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

は
四
年
制
の
女
子
大
学
と
し
て
開
学
し
た
の

で
す
。

て
く
れ
る
と
思
う
と
、
喜
び
で
胸
が
一
杯
に

な
り
ま
す
。
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
岡
山
近
郊
で
生
ま
れ
、
最
後
ま
で
岡

山
の
教
会
を
愛
し
た
殉
教
者
、
聖
デ
ィ
エ
ゴ

喜
斎
が
必
ず
や
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

デ
ー
リ
ン
グ
大
司
教
は
翌
一
九
二
四
年
三

月
八
日
付
の
書
簡
で
、
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン

セ
ス
に「
で
き
る
だ
け
早
く
」シ
ス
タ
ー
た
ち

を
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
新
た
に
要
請
し
た

の
で
す
。

　

シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
大
司
教
の
強
い
要
請

を
受
け
、
新
し
い
宣
教
の
た
め
の
準
備
段
階

に
入
り
ま
し
た
。
シ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ス

は
メ
リ
ノ
ー
ル
会
が
運
営
す
る
旅
行
会
社
と

連
絡
を
と
り
、
太
平
洋
郵
船
の
船
を
予
約
し

ま
し
た
。

　

シ
ス
タ
ー
た
ち
が
乗
船
す
る
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
は
、
七
月
二
十
二
日
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
出
航
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
院
長
の
シ
ス
タ
ー
・
マ
リ

　

私
は
、
東
京
吉
祥
寺
の
修

練
院
に
三
十
歳
間
際
で
入
り
、

一
年
半
後
、
修
道
会
の
命
令

で
、
一
人
だ
け
ボ
ス
ト
ン
の

修
練
院
へ
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本

が
負
け
て
か
ら
、
ま
だ
十
年

で
し
た
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
シ

ス
タ
ー
達
は
、
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
一
年
間
の
修
練
後
、
再
び
命
令

に
よ
っ
て
、
後
三
年
と
ど
ま
っ
て
、
学
位
を

取
得
し
て
日
本
へ
帰
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

そ
の
勉
強
に
明
け
暮
れ
し
て
い
た
頃
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ま
だ
人
種
差
別
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
一
人

の
シ
ス
タ
ー
か
ら
、
そ
の
日
珍
し
く
黒
人
講

師
の
話
が
あ
る
か
ら
、
聞
き
に
行
か
な
い
か

と
さ
そ
わ
れ
、
私
は
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

整
っ
た
服
装
の
黒
人
講
師
が
演
壇
に
立
ち
、

話
し
始
め
る
や
い
な
や
、
聴
衆
の
中
の
白
人

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
ヤ
ジ
が
飛
び
始
め
た
の
で

す
。
聞
く
に
た
え
な
い
ヤ
ジ
に
も
関
わ
ら
ず
、

黒
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
立
派
に
話
を
終
え

て
、
壇
を
降
り
た
の
で
し
た
。

　

後
に
ア
メ
リ
カ
人
の
シ
ス
タ
ー
が「
ご
め
ん

な
さ
い
。
い
や
な
思
い
を
さ
せ
て
」と
謝
り
な

が
ら
、
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
主
催
者
の
白

人
が
謝
っ
て
、
ど
う
し
て
対
抗
し
て
抗
議
し

な
か
っ
た
の
か
、
話
を
中
止
し
て
壇
を
降
り

て
も
よ
か
っ
た
の
に
。
あ
な
た
に
は
、
そ
う

す
る
権
利
が
あ
っ
た
の
に
、
と
言
っ
た
ら
、

こ
う
答
え
た
の
よ
。『
私
は
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
し

て
い
た
人
た
ち
の
立
場
に
ま
で
、
自
分
の
身

を
落
と
せ
な
か
っ
た
の
で
す
』」

　

修
道
院
の
中
で
さ
え
、
日
本
人
ゆ
え
に
、

時
に
口
惜
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
の
あ
っ
た

私
は
、〝
こ
れ
が
本
当
の
プ
ラ
イ
ド
な
の
だ
〞

と
さ
と
っ
た
の
で
す
。「
売
り
言
葉
に
買
い
言

葉
」と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
ノ
ー
ブ
ル
に

気
品
高
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
こ

の
時
、
し
っ
か
り
習
い
、
日
本
に
戻
っ
て
か

ら
も
、
相
手
の
態
度
に
対
し
て
の
冷
静
さ
と

い
う
も
の
を
保
つ
よ
う
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
自
分
自
身
を
保
つ
た
め
に
は
、

憎
し
み
で
な
い「
許
し
」が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
は
ま
た
、
自
分
を
自
由
に
す
る
道
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
が
一
九
八
一
年
に
日

本
に
来
ら
れ
、
広
島
の
原
爆
に
ふ
れ
て
話
さ

れ
た
時
の
こ
と
で
す
。
教
皇
は
重
要
な
言
葉

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
許
し
な
さ
い
。

許
さ
な
い
限
り
、
あ
な
た
は
、
相
手
の
支
配

下
に
あ
り
ま
す
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　

許
す
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
自
由
に
な
る

た
め
に
も
必
要
な
の
で
す
。
許
さ
な
い
間
は
、

相
手
が
失
敗
す
れ
ば
い
い
。
今
度
会
っ
た
ら
仕

返
し
を
し
て
や
ろ
う
。
今
、
相
手
は
ど
ん
な
生

活
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
か
、
相
手
が
気
に

な
っ
て
仕
方
な
い
思
い
を
な
さ
っ
た
経
験
が
お

あ
り
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
相
手
に

捕
わ
れ
、
そ
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
す
。

　

イ
エ
ス
様
も
、
許
す
こ
と
の
大
切
さ
を
折

に
ふ
れ
て
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ

る
と
き
、
ペ
ト
ロ
が
、「
他
人
を
何
回
許
し
た

ら
い
い
で
す
か
、
七
回
ま
で
で
す
か
」と
尋
ね

た
時
、「
い
や
、
七
の
七
十
倍
許
し
な
さ
い
」

と
言
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
は
四

九
〇
回
と
い
う
の
で
は
な
く
、
無
際
限
に
許

し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
こ
と
を
ご
自
分
の
ご

生
涯
の
中
で
、
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
特
に
、
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
時
、

苦
し
み
の
中
で
、
ま
ず
仰
っ
た
こ
と
は「
父
よ
、

私
を
し
い
た
げ
て
い
る
人
た
ち
を
お
許
し
く

だ
さ
い
。
彼
ら
は
、
自
分
が
し
て
い
る
こ
と

を
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
」と
い
う
許
し

を
父
な
る
神
に
求
め
る
祈
り
で
し
た
。

　

さ
ら
に
復
活
な
さ
っ
た
折
、
自
分
を
裏

切
っ
て
助
け
よ
う
と
も
せ
ず
、
自
分
を
見
捨

て
た
ペ
ト
ロ
始
め
弟
子
た
ち
を
咎
め
る
ど
こ

ろ
か「
平
安
が
あ
る
よ
う
に
」と
慰
め
た
イ
エ

ス
の
は
か
り
な
い
愛
と
許
し
で
し
た
。

　

イ
エ
ス
の
よ
う
に
自
由
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
他
人
の
卑
劣
さ
に
身
を
任
さ
な
い

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
。

プ
ラ
イ
ド
と
許
し

渡
辺
和
子
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二
〇
一
四
年
十
二
月
十
四
日
に
、
本
学
カ
リ
タ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
児
童
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
式
典
」が
開
催
さ
れ
、
渡
辺
和
子
理
事

長
、
髙
木
孝
子
学
長
、
江
草
安
彦
初
代
児
童
学
科
長
お
よ
び
旧
学
科
教

員
、現
教
職
員
、卒
業
生
約
三
百
人
が
集
い
、五
十
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　

式
典
は
石
原
金
由
七
代
目
学
科
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い

て
髙
木
孝
子
学
長
が「
理
想
の
実
現
の
た
め
、
必
要
な
鍛
錬
を
お
ろ
そ

か
に
せ
ず
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
て
い
こ
う
」と
挨
拶

さ
れ
た
。
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
・
対
談
で
は
、
奥
山
清
子
元

児
童
学
科
教
授
の
司
会
の
も
と
渡
辺
和
子
理
事
長
、
江
草
安
彦
初
代
学

科
長
が
学
科
新
設
時
の
苦
労
話
を
語
ら
れ
、
最
後
に
片
山
裕
之
現
学
科

長
か
ら
学
科
の
現
状
と
今
後
の
児
童
学
科
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
に
移
し
、
祝
賀
懇
親
会
が
盛

大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

児
童
学
科
創
設
五
十
周
年
を
祝
う
会

　

初
代
学
科
長

と
し
て
、
児
童

学
科
の
土
台
を

築
か
れ
た
江
草

先
生
が
、
旅
立
た
れ

た
の
は
三
月
十
三
日
の
こ
と
で
し
た
。
二
月

の
心
臓
手
術
前
に
は
、
退
院
後
の
い
く
つ
も

の
計
画
を
語
ら
れ
て
い
た
の
に
、
あ
ま
り
に

も
早
い
お
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
の
十
二
月
十
四
日
、
児
童
学

科
創
設
五
十
周
年
祝
賀
会
に
は
、
創
設
時
の

苦
労
話
を
予
定
の
時
間
を
越
え
て
熱
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
八
十
八
歳
の
先
生
の

声
と
お
姿
に
啓
発
さ
れ
、
も
う
一
度
お
話
し

し
た
か
っ
た
と
学
び
舎
を
後
に
し
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
五
十
年
前
の
一
九
六
四
年
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
記
念
す
べ
き

年
、
家
政
学
部
の
な
か
に
児
童
学
科
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
定
員
四
十
名
で
し
た
。
０
期

生
の
十
人
と
、
一
期
生
の
二
十
六
人
を
前
に

三
十
八
歳
の
江
草
先
生
は
、張
り
切
っ
て
「
今

に
百
人
に
し
て
み
せ
る
」と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
師
弟
同
行
の
言

葉
ど
お
り
に
、
だ
れ
も
が
新
学
科
を
創
っ
て

い
く
と
い
う
意
気
込
み
で
、
講
義
だ
け
で
な

く
大
学
祭
や
研
修
旅
行
な
ど
も
伝
統
の
あ
る

英
文
学
科
な
ど
に
負
け
な
い
よ
う
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

　

江
草
先
生
が
小
児
科
医
師
と
し
て
、
岡
山

県
の
山
間
部
の
健
診
中
、
見
聞
き
す
る
重
い

障
害
を
持
っ
た
子
供
を
抱
え
た
母
子
の
状
況

を
救
う
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
旭
川
荘

に
重
症
心
身
障
害
児
施
設
創
設
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
時
で
し
た
。
教
育
学
部
で
な
く
、
家

政
学
部
の
な
か
に
あ
る
児
童
学
科
は
、
医
学
、

心
理
学
、
教
育
、
美
術
、
音
楽
、
児
童
文
学

な
ど
を
も
と
に
人
間
理
解
を
深
め
、
こ
ど
も

の
幸
せ
を
高
め
る
研
究
を
行
う
総
合
科
学
で

あ
る
べ
き
だ
、
と
設
立
の
信
念
を
常
に
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
重
症
児
が
お
し
め
を
替

え
て
も
ら
う
時
、
わ
ず
か
に
お
尻
を
動
か
し

た
と
い
う
保
育
士
さ
ん
の
話
に
感
動
さ
れ
た

先
生
が
、
人
間
の
尊
厳
や
人
と
の
出
会
い
と

絆
を
大
切
に
す
る
よ
う
話
さ
れ
て
い
た
優
し

い
ま
な
ざ
し
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

だ
し
ま
す
。

　

若
い
教
授
陣
の
も
と
で
始
ま
っ
た
児
童
学

科
は
、
江
草
先
生
の
願
い
通
り
、
二
十
五
年

後
の
一
九
九
一
年
に
は
学
科
定
員
が
百
二
十

人
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
現
在
、

児
童
学
科
で
学
ん
だ
卒
業
生
は
六
千
人
を
超

え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
遠
く
を
見
つ
め
、

時
を
読
み
、
柔
和
で
、
熱
く
温
か
い
先
生
の

ま
な
ざ
し
の
元
で
、
私
た
ち
学
生
は
そ
の
後

の
人
生
の
基
本
と
な
る
考
え
方
や
生
き
方
を

導
い
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、

児
童
学
科
で
先
生
と
出
会
え
、
学
べ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
ま
な
ざ
し

江
草
先
生
を
偲
ん
で

元
児
童
学
科
教
授

奥
山
清
子

生
涯
教
育

■
講
演
の
要
旨

※

紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
（
日
）
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
日
に
あ
わ
せ
生
涯
教
育
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
小
説『
赤
毛
の
ア
ン
』を
翻

訳
し
た
村
岡
花
子
氏
の
孫
で
作
家
の
村
岡
恵
理
氏

に
、「
村
岡
花
子
と
赤
毛
の
ア
ン
〜
幸
せ
な
出
会

い
の
舞
台
裏
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」
が
九
月
に
終

了
し
た
直
後
の
講
演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
申
込

者
が
殺
到
し
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
大
反
響
と

な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
を
お
断
り
し
た
方
に
は
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
花
子
氏
の
生
涯
を
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
笑

い
も
出
る
程
で
し
た
。「
曲
が
り
角
を
ま
が
っ
た

先
に
何
が
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
。
で
も

き
っ
と
一
番
よ
い
も
の
に
違
い
な
い
と
思
う
の
」

の
言
葉
ど
お
り
、
行
く
先
に
希
望
を
与
え
る
素
晴

ら
し
い
花
子
氏
の
生
涯
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
者
の
方
の
生
き
方
に
参
考
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
本
大
学
教
授
の
赤
松
佳
子
先

生
の
ご
尽
力
に
よ
り
こ
の
講
演
が
実
現
し
、
ア
ン

の
原
書
を
始
め
と
す
る
展
示
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。「
世
代

を
超
え
て
人
育

て
、
自
分
育
て
」

を
テ
ー
マ
と
し

て
、
今
後
も
生

涯
教
育
講
座
を

開
催
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま

す
。

「
み
な
さ
ま
、
ご
き
げ
ん
よ
う｣

久
し
ぶ
り
の
こ
の
言
葉
。
ド
ラ
マ『
花

子
と
ア
ン
』は
九
月
二
十
七
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
六
年
前
に
書
い
た『
ア

ン
の
ゆ
り
か
ご
』を
原
案
に
ド
ラ
マ
化
す
る
と
い
う
話
か
ら
一
年
九
ヶ
月
、

祖
母
の
こ
と
・
ド
ラ
マ
の
こ
と
に
心
が
と
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
中

で
花
子
は
祖
母
で
あ
り
な
が
ら
娘
の
よ
う
な
存
在―

。
生
い
立
ち
か
ら

少
女
時
代
、
青
春
時
代
。
恋
を
し
結
婚
し
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
運
命
の
一
冊
の
本
に
出
会
っ
て
、
戦
争
中
に
少
し
ず
つ
翻
訳
し
出

版―

。
七
十
五
年
の
祖
母
の
生
涯
を
た
ど
り
、喜
び
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、

激
動
の
時
代
を
追
体
験
し
た
の
で
、
テ
レ
ビ
に
映
る〈
娘
〉の
言
動
、
描

か
れ
方
に
終
始
ハ
ラ
ハ
ラ
、
イ
ラ
イ
ラ…

。
本
当
は
こ
う
な
の
に
、
も
っ

と
大
事
な
こ
と
が
あ
る
の
に―

と
。
視
聴
率
も
高
く
、
皆
様
が
喜
ん
で

下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
ひ
と
り
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

花
子
は
給
費
生
と
し
て
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
し
、
カ
ナ
ダ
人
宣
教

師
の
先
生
方
か
ら
、
英
語
と
キ
リ
ス
ト
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
教
え
こ

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
ペ
ン
で
自
立
し
た
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

す
。翻
訳
す
る
た
め
に
は
も
っ
と
日
本
語
・
日
本
文
学
を
学
び
た
い
と
焦
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
時
、
白
蓮
さ
ん
が
編
入
し
て
来
ま
し
た
。
そ

し
て
和
歌
の
師
・
佐
々
木
信
網
先
生
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
二

十
才
で
万
葉
集
全
注
釈
を
成
さ
れ
た
巨
匠
で
、
花
子
は
先
生
の
万
葉
集
の

講
義
や
和
歌
を
学
ぶ
内
に
歌
人
に
な
り
た
い
と
夢
見
て
い
た
よ
う
で
す
。

和
歌
を
詠
む
こ
と
で
言
葉
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
生
涯
尊
敬
す

る
片
山
廣
子
さ
ん
と
の
出
会
い
も
佐
々
木
先
生
の
お
か
げ
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
辺
り
の
こ
と
が
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
ず
残
念
で
し
た
。

　

卒
業
後
、
山
梨
英
和
女
子
校
で
教
師
と
な
っ
た
花
子
は
、
生
徒
達
に

創
作
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
に
は
、
少
女
た

ち
に
清
ら
か
で
夢
を
与
え
心
に
希
望
を
与
え
る
本
が
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
西
洋
に
は
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
て
い
く
間
の
指
針
と
な
る
本

が
あ
り
ま
し
た
。
花
子
は
生
徒
達
の
純
粋
な
瞳
に
励
ま
さ
れ
て
、
大
正

六
年
二
十
六
才
の
時
に
初
め
て
の
本『
爐
邉
』を
日
本
基
督
教
興
文
協
会

か
ら
出
版
し
ま
し
た
。
そ
の
本
の
前
書
き
に
は「
家
族
で
楽
し
め
る
読
物

を
出
版
す
る
」と
い
う
花
子
の
信
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
年
後
、
築
地
の
興
文
協
会
で
女
性
・
子
ど
も
向
け
の
翻
訳
・
編
集

者
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
鈴
木
三
重
吉
の『
赤
い
鳥
』が
刊
行
さ
れ

て
い
た
頃
で
す
。
こ
の
興
文
協
会
の
出
版
物
を
印
刷
し
て
い
た
の
が
福

音
印
刷
で
、
大
正
八
年
四
月
、
村
岡

三
に
出
会
っ
た
の
で
し
た
。
翻

訳
し
て
い
た『
モ
ー
ゼ
が
修
学
せ
し
國
』の
奥
付
に
は
発
行
人・山
室
軍
平
、

訳
者
・
安
中
花
子
、
印
刷
人
・
村
岡

三
と
名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。
祖

母
の
本
に
は
そ
の
ペ
ー
ジ
の
横
に
、「
魂
の
住
家
み
い
で
し
記
念
す
べ
き

日
に―

花
子
」と
記
し
て
い
て
、
二
人
が
恋
に
落
ち
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
結
核
で
実
家
に
帰
っ
て
い
る
妻
と
子
ど
も
の
い
る

三
と
の

恋
は
あ
が
き
の
恋
で
し
た
が
、
難
問
を
解
決
し
、
出
会
っ
て
半
年
後
、

二
人
は
結
婚
し
ま
し
た
。
翌
年
、
長
男
道
雄
が
誕
生
し
幸
せ
な
日
々
で
、

創
作
や
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
三
十
代
の
祖
母
に
大
き
な
試
練
が
訪
れ
ま
す
。
大
正
十
二

年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、

三
の
印
刷
会
社
が
倒
産
。
片
腕
で
あ
っ

た
弟
が
死
に
、
先
妻
と
の
息
子
も
亡
く
し
て
悲
嘆
に
く
れ
る
夫
を
励
ま

す
た
め
、
花
子
は
出
版
社
で
働
き
ま
し
た
。
最
大
の
武
器
に
な
っ
た
の

は
英
語
力
。
道
雄
に
読
み
聞
か
せ
た
い
と
出
版
し
た
翻
訳『
小
鳥
の
さ
さ

や
き
』な
ど
仕
事
に
没
頭
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
年
、
二
人
三
脚
で
大

森
の
自
宅
に
青
蘭
社
書
房
と
い
う
出
版
社
兼
印
刷
所
を
立
ち
上
げ
、
女

性
や
子
ど
も
の
た
め
の
良
書
を
安
く
提
供
す
る
こ
と
を
志
し
ま
し
た
。

こ
の
年
の
八
月
、
道
雄
が
六
才
の
誕
生
日
を
前
に
疫
痢
に
か
か
っ
て
死

去
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
愛
児
を
失
っ
た
花
子
は
立
ち
上
が
る
気
力
を

な
く
し
、
虚
無
の
中
に
泣
き
暮
ら
す
日
々
で
、
神
さ
え
も
信
じ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
百
日
を
過
ぎ
た
頃
の
心
境
を
エ
ッ
セ

イ
に「
道
雄
ち
ゃ
ん
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
母
性
の
火
を
消

し
て
は
な
ら
な
い
。
道
雄
ち
ゃ
ん
は
自
分
に
天
職
を
伝
え
る
た
め
に
神

様
か
ら
使
わ
さ
れ
た
天
使
だ
っ
た
の
だ
」と
綴
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
う

こ
と
で
祖
母
は
救
わ
れ
、
神
と
も
和
解
し
て
再
び
歩
み
出
し
た
の
で
す
。

片
山
廣
子
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た『
ザ
・
プ
リ
ン
ス
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
ポ
ー
パ
ー
』

は『
王
子
と
乞
食
』と
し
て
昭
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
巻
頭
に
は「
わ
が
幻

の
少
年
道
雄
の
霊
に
捧
ぐ
」と
、
献
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

堰
を
切
っ
た
よ
う
に
翻
訳
本
を
出
版
し
ま
す
。

　

運
命
の
一
冊
と
な
っ
た『
ア
ン
・
オ
ブ
・
グ
リ
ー
ン・ゲ
イ
ブ
ル
ズ
』は
プ
ー

ル
女
学
院
を
退
職
後
、
花
子
と
同
じ
出
版
社
に
勤
め
た
カ
ナ
ダ
人
婦
人

宣
教
師
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
が
昭
和
十
四
年
、
帰
国
す
る
前
に
、
友
情
の
記
念

に
と
贈
っ
て
く
れ
た
本
で
し
た
。
花
子
は「
曲
が
り
角
の
先
に
も
、
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
景
色
が
あ
る
」と
い
う
ア
ン
の
精
神
に
励
ま
さ
れ
て
戦
中

を
過
ご
し
ま
す
。
戦
後
の
焼
け
野
原
で
人
々
の
心
の
希
望
に
な
る
よ
う

に
と
の
願
い
を
込
め
、
昭
和
二
十
七
年
に『
赤
毛
の
ア
ン
』が
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
七
年
間
を
通
し
、
シ
リ
ー
ズ
十
冊
が
刊
行
さ
れ
た
の

で
す
。『
赤
毛
の
ア
ン
』の
す
べ
て
の
始
ま
り
は
、
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
く

れ
た
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
責
会
報
担
当
」

ろ
へ
ん
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昨
秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
、
卒
業
五
十
年
の
私
達
に
、
格

別
の
お
も
て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
に
手
作
り
く
だ
さ
っ

た「
松
」の
コ
サ
ー
ジ
ュ
・
大
き
く
引
き
伸
ば
し
て
く
だ
さ
っ
た
懐
か
し

い
卒
業
写
真
・
渡
辺
理
事
長
様
と
の
記
念
撮
影
と
ご
署
名
入
り
著
書
の

贈
物
・
そ
し
て
美
味
し
い
お
弁
当
を
戴
き
な
が
ら
の
三
時
間
は
、
青
春

時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。
遠
く
米
国
よ
り
、
こ

の
日
の
為
帰
国
な
さ
っ
た
友
を
始
め

総
勢
三
十
六
名
が
集
い
ま
し
た
。
東

京
五
輪
・
新
幹
線
開
通
と
正
に
高
度

成
長
真
っ
只
中
へ
旅
立
ち
ま
し
て
半

世
紀
、
置
か
れ
た
場
所
で
一
所
懸
命

咲
き
続
け
て
参
り
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
咲
き
続
け
ま
し
ょ
う
」と

ま
た
の
再
会
を
約
束
し
、
台
風
接
近

の
折
、
早
め
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
四
十
四
年
を
経
た
私
た
ち
は
、
ま
さ
に
団
塊
の
世
代
の
真

ん
中
、
人
生
は
一
段
落
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
親
の
介
護
、
孫
の
世
話

と
忙
し
い
時
を
過
ご
し
て
い
る
方
の
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
当
日
は
、

学
科
を
越
え
て
同
期
生
同
志
の
会
話
も
は
ず
み
、
理
事
長
様
、
学
長
様
、

恩
師
を
お
囲
み
し
て
、
笑
顔
の
は
じ
け
た
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
、
ま
た
ぜ
ひ
集
い
ま

し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

家
政
学
部
家
政
学
科

三
十
三
期
同
期
会

卒
業
五
十
年
を
迎
え
た
十
二
期
生

十
九
期
国
文
学
科
の
集
い

ル
ル
ド
館
の
第
一
会
議
室
は
、
月
二
回
と
て
も

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
明
る
く
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
が
、
世
代
を
越
え
て
の
交
流
の
場
に
こ
こ
ち

よ
く
響
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
は
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
の
た

め
に
手
作
り
品
を
製
作
し
、
販
売
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
全

額
、
奨
学
金
と
な
り
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
の
合
間
に
も
手
は
休
め
ま
せ
ん
。

代
議
員
の
方
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
が
集

ま
り
、
無
理
を
す
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
範
囲
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
後
輩
の
奨
学
生
を
支
援
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
心
を
込
め
て
実
用
品
を

中
心
に
製
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

二
十
六
年
度
は
京
阪
神
支
部
総
会
で
、
各
テ
ー

ブ
ル
に
作
品
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
、
フ
リ
ー
ジ
ア

の
会
の
会
員
一
同
、
と
て
も
喜
び
を
感
じ
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
、
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
手
芸
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。
一
度
ル
ル
ド
館
へ
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

7

■
エ
ン
ジ
ェ
ル
会

■
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

　

前
回
の
会
報
、
五
十
号
で
「『
ゆ
め
文

庫
』の
利
用
の
輪
を
あ
な
た
の
声
で
」と

題
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
た
卒
業
生
の
方

の
お
声
掛
け
に
よ
り
、
利
用
者
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
お
子
様
に
、
ま
た
、
視
覚
障
害
の

お
子
様
ご
自
身
が
読
む
た
め
に
利
用
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
報
五
十
号
以
降
、
視
覚

障
害
者
の
大
人
の
方
が
、
ご
自
分
で
楽

し
む
た
め
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
視
覚
障

害
者
の
方
が
集
わ
れ
る
サ
ロ
ン「
さ
わ
さ

わ
」（
京
都
）に
点
訳
絵
本
を
置
い
て
、
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
そ
こ
で
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
く
だ

さ
る
と
い
う
申
し
出
も
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

全
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
の
強
力
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
後
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
更
な
る
利
用
者
拡
大

を
今
年
も
望
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
様
、「
ゆ
め
文
庫
」に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
活
動
は
、
基
本
的
に
第
二
・

第
四
木
曜
日
の
十
時
か
ら
で
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
十
八
期　

児
童　

粟
井
京
子
）

■
ゆ
め
文
庫

と
て
も
良
い
香
り
！
今
日
も
美
味
し
そ
う
な
マ

フ
ィ
ン
が
焼
け
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
作
り
も
も
う
何
年

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
療
育
園
の
子
供
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
睦
学
園
・
児

童
院
で
も
車
椅
子
介
助
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
歌
・

縫
い
物
等
小
さ
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
待
っ
て
い

て
く
れ
る
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
会
え
る
の
を
楽

し
み
に
、
ま
た
逆
に
我
々
が
教
え
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
十

年
を
超
え
る
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
は
岡
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
中
に
は
、
企
業
に
就
職
し
た
り
、
自
立
を
目
指

し
た
り
と
、
と
て
も
頑
張
り
屋
さ
ん
が
多
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、子
供
た
ち
と
一
緒
に
出
来
る
事
を
楽
し
く
、

無
理
し
な
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

好
評
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
も「
七
夕
会
」「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

と
嬉
し
い
演
奏
会
の
オ
フ
ァ
ー
も
あ
り
ま
す
。
練
習
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
仲
間
の
励
ま
し
で
上
手
く
演
奏
出

来
た
時
の
嬉
し
い
事
！
皆
さ
ん
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

な
か
な
か
集
う
こ
と
が
出
来
な
い
メ
ン
バ
ー
が
会
え

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
是
非
ハ
ン
ド
ベ
ル
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

心を込めて作った作品の数々

真剣に取り組んでいるメンバー

楽しい笑い声であふれた同窓生

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　

平
成
二
十
六
年
十
月
五
日（
日
）ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
カ
リ
タ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
生
涯
教
育

講
座
に
引
続
き
で
の
開
催
と
な
り
、
理
事
長
様
を
は
じ
め
と
す

る
ご
来
賓
の
先
生
方
、
同
窓
生
あ
わ
せ
て
一
九
七
名
も
の
大
勢

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
様
の「
お
帰
り
な
さ
い
」の
お
言
葉
で
始
ま
っ
た
会

は
、
一
瞬
で
同
窓
生
を
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
た

よ
う
な
、
楽
し
い
笑
い
声
で
あ
ふ
れ
た
華
や
か
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

卒
業
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
十
二
期
の
皆
様
に
は
、
記
念
品

と
し
て
理
事
長
様
の
サ
イ
ン
入
り
ご
著
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

ク
ラ
ス
フ
ラ
ワ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
お
揃
い
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
で

胸
元
を
飾
り
、
理
事
長
様
を
囲
ん
で
の
記
念
写
真
を
お
撮
り
し

ま
し
た
。
海
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
四
十
名
の
同

期
生
が
思
い
出
深
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
期
の
同
期
会
も
合
わ
せ
て
あ
り
、
同
じ
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
本
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
が
、
後
輩
達
の
美
し
く
優
し
い
声
と
唱
歌
の
メ

ド
レ
ー
に
、
心
か
ら
懐
か
し
く
癒
さ
れ
た
と
大
変
喜
ば
れ
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
最
後
は
全

員
で
イ
マ
キ
ュ
ラ
タ
と

大
学
歌
を
合
唱
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
十
月
二
十
五
日（
日
）

に
学
内
で
開
催
予
定
で

す
。
多
く
の
皆
様
の
お
帰

り
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大
空　

博
子

小
山　

房
子　

英
文　

金
澤　

俊
子

（
十
七
期　

食
品　

髙
谷
弘
子
）

　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日（
土
）大
学

を
卒
業
し
て
三
十
年
、
初
め
て
の
同
期
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
大
学

の
カ
リ
タ
ス
ホ
ー
ル
で
の
渡
辺
和
子
理
事

長
様
の
ご
講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
懐
か
し
い
理
事
長
様
の
お
言
葉
で
三

十
年
前
の
学
生
時
代
に
思
い
を
重
ね
る
こ

と
が
出
来
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
、
学
科
の

恩
師
で
あ
る
榎
並
英
子
先
生
を
お
迎
え
し

て
、
夕
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
急
な
会
の

開
催
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
静
岡
や

大
分
か
ら
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
つ
か

の
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
お
互
い
の
近
況

報
告
や
学
生
時
代
の
話
で
和
や
か
な
会
に

な
り
ま
し
た
。

強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
感
謝
！

ゆきだるまのあたま

メリークリスマスおおかみさん

ともだちどこかな（人権啓発絵本）

いとでんわ

てとてとてとて

せんろはつづく　まだつづく

せんろはつづく　どこまでつづく

白い街　あったかい雪

ねずみくんとおてがみ

どんなに　きみがすきだか

あいうえお　えほん

黒田 かおる
みやにし たつや

小川 雅史
小林 　実
浜田 桂子
竹下 文子
竹下 文子
鎌田 　實

なかえ よしを
サム・マクブラットニィ

とだ こうしろう

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

小
林　

茂
美



　

平
成
二
十
六
年
度「
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
」は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
と
大
学
祭
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
月
五
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

の
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
品
を
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
購
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
日
の
大
学
祭
協
賛
バ
ザ
ー
で
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
贈
品
や
遊
休
品
を
加
え
ま
し
た
。
今
年
は
同
窓
生
が
お
揃

い
の
清
心
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
、
ヨ
ゼ
フ
ホ
ー

ル
に
一
体
感
と
躍
動
感
を
醸
し
出
し
一
層
仲
間
と
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新
企
画
と
し
ま
し
て
同
窓
生
の「
マ
イ

シ
ョ
ッ
プ
」を
六
店
舗（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
お
し
ゃ
れ
で
可
愛
い

小
物
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・

和
装
小
物
）出
し
ま
し
た
。
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
も
個
性
が
キ
ラ
キ
ラ
輝

き
、
来
場
者
の
方
々
が
思
わ

ず
笑
顔
で
作
品
に
魅
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
大
好
評
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
や
美
味
な
ク
ッ

キ
ー
販
売
も
盛
況
の
う
ち
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

一
人
ひ
と
り
の
熱
い
想
い
を

真
摯
に
受
け
と
め
次
回
に
つ

な
ぐ
新
た
な
、
心
地
よ
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

89

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー

◆
平
成
二
十
六
年
度
奨
学
生
指
導
・
報
告
会
◆

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
四

日
と
十
一
月
十
五
日
の
二
回
、
平
成
二
十
六
年
度
奨

学
生
に
対
し
、
指
導
・
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、
奨
学
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
、

自
分
の
夢
や
目
標
に
つ
い
て
、決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
奨
学
生
と
し
て
感
じ
た
こ
と
、
具
体
的

な
就
職
内
定
の
喜
び
な
ど
を
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
指
導
・
報
告
会
と
な

り
ま
し
た
。

◆
新
た
に
五
名
の
奨
学
生
を
決
定
◆

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
三
日
に
新
年
度
奨
学
生

の
選
考
会
を
開
き
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
五
名
の

奨
学
生
を
選
出
し
ま
し
た
。

奨
学
金
事
業

平成26年度

弓道部 （春季県内リーグ団体戦優勝）
美術部 （「招き猫美術館」とのコラボレーション）
漫画研究部 （大学祭でのアイデアと工夫のある展示）
歴史広報部ヒストリアーノ （頻繁に部誌を発行）

堀 田 幸 江
（本年度の空手道の強化選手に選ばれ、中国大会で見事２位）

池 田 実 央
（インカレ アイスダンス準選手権で１位受賞）

　

平
成
二
十
六
年
八
月
二
日
、
岡
山
納
涼

花
火
大
会
日
に
合
わ
せ
て
、
前
年
度
好
評

で
し
た
「
ゆ
か
た
の
着
付
け
」
を
引
き
続

き
、
全
日
本
作
法
会
家
督
・
吉
井
睦
美
先

生（
十
四
期
・
国
文
）に
実
践
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
の
中
に
は
、
初
め
て
ゆ

か
た
を
着
付
け
し
た
と
い
う
学
生
も
い

て
、
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
吉
井
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
ト
ー
ク
指
導

に
学
生
た
ち
全
員
が
、
楽
し
そ
う
に
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
時
間
の
経
過

も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
、
輝
き
な
が

ら
飛
躍
し
て
ゆ
く
た
め
の
実
践
講
座
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
視
野
を
拡
げ

て「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」の
内
容

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

同窓会奨励賞

大　塚　彩　花

江　本　千　夏

谷　本　　　葵

中　川　ゆいか

久　一　友梨彩

3年生

3年生

3年生

3年生

4年生

文学部英語英文学科

文学部日本語日本文学科

人間生活学部児童学科

人間生活学部児童学科

人間生活学部児童学科

オオ ツカ アヤ カ

エ モト チ ナツ

タニ モト アオイ

ナカ ガワ

ヒサ イチ ユ　リ　ア

団　体

個　人

木　

村　

純　

子

岸　

本　

俊　

子

佐
々
木　

恭　

子

横　

溝　

洋　

子

谷　

野　

一　

江

宮　

下　

依　

子

高　

木　

光　

代

久
保
木　

圭　

子

浦　

田　

比
奈
子

井　

上　

久　

子

近　

藤　

千　

恵

森　
　
　

朋　

子

山　

本　

美
智
子

坂　

本　

ひ
と
み

岡　

田　

郁　

子

粕　

谷　

淑　

子

古　

田　

洋　

子

岡　

﨑　

明　

美

中　

川　

桂　

子

児　

玉　

朋　

子

西　

室　

典　

子

佐　

藤　

千　

壽

酒　

井　

裕　

恵

太　

田　

裕　

子

木　

村　

喜　

惠

三　

宅　

弘　

子

小　

川　

裕　

子

柴　

田　

久　

美

岡　

﨑　

寛　

子

前　

田　

明　

美

井　

上　

宜　

子

服　

部　

理
津
子

木　

村　

方　

子

池　

町　

睦　

子

畑　

野　

比
呂
美

花　

田　

典　

子

清　

時　

成　

子

古　

賀　

智　

子

江　

見　

由
美
子

前　

田　

映　

子

福　

田　

好　

子

甲　

斐　

美　

恵

荒　

内　

和　

美

金　

神　

圭　

子

石　

川　

典　

恵

黒　

住　

明　

美

阿
字
地　

道　

代

岩　

永　

祥　

恵

中　

西　

一　

代

加　

藤　

裕　

子

勝　

山　

久　

美

原　

田　

広　

美

光　

末　

香
惠
美

片　

山　

朋　

子

河　

井　

敏　

子

由　

良　

美　

砂

島　

村　

博　

恵

藤　

本　

定　

子

大　

塚　

景　

子

阿
久
津　

淑　

子

森　
　
　

永　

恵

田　

中　

三
穂
子

高　

津　

昌　

美

柴　

田　

淳　

子

櫻　

井　

眞　

子

新　

保　

真
奈
美

滝　

波　

眞
理
子

片　

山　

尚　

子

森　

川　

千　

代

吉　

水　
　
　

玲

原　

山　

裕　

子

鈴　

木　

里　

美

吉　

田　

京　

子

ミ
ラ
ー　

典　

子

三　

上　

順　

子

田
野
口　

悦　

子

難　

波　

久　

子

佐　

藤　

好　

恵

中　

村　

幸　

枝

沖　
　
　

典　

子

岡　

本　

美　

江

ゾ
ウ
ガ
ネ
リ
ス
加
緒
里

澤　

野　

奈
保
美

小
野
田　

加
代
子

東　

川　

美　

子

上　

野　

由
美
子

木　

村　

智　

子

向　

原　

真
理
子

山　

本　

恵　

理

塩　

見　

温　

子

藤　

澤　

陽　

子

斉　

藤　

直　

美

根　

橋　

理　

香

今　

井　

範　
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史　

子

小
河
原　

和　

子

田　

中　

慎　

子

山　

崎　

庸　

子

古　

田　

啓　

子

原　

谷　

公　

子

横　

山　

喜
代
子

衣　

幡　

美
智
子

中　

戸　

慶　

子

華　

表　
　
　

薫

川　

本　

紀
世
子

前　

園　

佳　

子

本　

多　

明　

子

水　

川　

洋　

子

嵐　
　
　

昭　

子
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田　

良　

子

保　
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美
和
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学
生
支
援
講
座

　

学
生
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
学
内
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
新
年
度
の
講
座
に
お
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
資
格
取

得
講
座
に
、
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
を
つ
け
加
え
、
そ
の
他
に
は

秘
書
検
定
講
座
を
開
講
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
受
講
者
数
は
次
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
同
窓
会
奨
学
生
に
採
用
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
同
窓
会
奨
学
生
授
与
式
に
臨
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
い
、
ま
た
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
卒
業
後
、
幼
稚
園
教
諭
と
し
て

働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
身
の

教
養
を
深
め
る
た
め
に
、
一
・
二
年
次

で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
通
所
す

る
事
業
所
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
本
学
の

附
属
幼
稚
園
や
岡
山
市
立
の
保
育
所
、

小
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
所

で
は
、
主
に
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
や
視
覚
障
害
を
も
つ
子
ど
も
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
一
日
の
流

れ
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
予
定
を
黒

板
に
提
示
す
る
な
ど
共
通
の
支
援
も
あ

り
ま
す
が
、
勉
強
の
補
助
や
排
泄
時
の

言
葉
か
け
な
ど
、
個
別
の
支
援
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、

私
に
知
識
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広
く

持
つ
こ
と
や
一
人
ひ
と
り
を
理
解
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
年
次
で
は
、
授
業
の
空
き
時
間
を

利
用
し
て
、
地
元
の
幼
稚
園
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
友
達
と
の
関
わ
り
方
の
変
化
に

焦
点
を
当
て
、
長
期
的
な
目
で
子
ど
も

理
解
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
過
程
を
知
る
と
と
も

に
、
私
自
身
も
ど
の
よ
う
な
声
か
け
や

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の

か
子
ど
も
達
や
保
育
者
の
方
の
言
動
を

見
て
、
吸
収
し
、
共
に
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

以
上
の
事
を
主
に
実
践
し
、
夢
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
ま
た
皆
様
方
の
ご
期

待
を
裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
生

懸
命
、
学
習
・
実
践
に
励
む
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
髙
木
学
長
先

生
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、
同
窓
会
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、
謝
辞
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平成27年度奨学生証書授与式にて

学生支援事業

　

二
十
七
年
度
も
、
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

興
味
、
関
心
が
お
あ
り
の
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

＊
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
希
望
者
募
集
＊

個性あふれた作品のいろいろ

先生、いかがですか

・
・
・

・
・

・

●
奨
学
生
代
表
の
謝
辞

Microsoft Office Specialist
資格対策講座

Excel スペシャリスト
Excel エキスパート
Word スペシャリスト
Word エキスパート
PowerPoint

合 　 計

161
29
148
31
52
421

コ ー ス 受講者数

公務員試験対策学内講座35名
教員採用試験対策学内講座55名
パソコン資格取得講座

人
間
生
活
学
部
児
童
学
科
三
年

　
　
　
　
　
　

谷　
本　
　
葵

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
八
六
）
二
五
三
ー
八
四
九
六

渡
辺
和
子
理
事
長

林　
　
　

香
魚
音

Ａ
Ｅ
Ａ（
ア
ジ
ア
の
教
育
支
援
の
会
）

京
阪
神
支
部
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国　
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ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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●鳥取支部（89人）
今年度の支部総会にあたって、いつものように同窓生の皆さんに御案内状を送らせていただきました。

今回はいつもにもまして出欠のお返事で沢山の近況報告やメッセージが寄せられました。それぞれの理
由や状況で一度も出席できずにおられる方々の「いつか私も是非…」とのお声などもいくつかいただき、
とても嬉しく思いました。未だに参加のチャンスを逃していらっしゃる皆様、今年こそ是非お会いいた
しましょう。お待ちしております。

★ 支部会費納入のお願い ★
同窓生は、同窓会会則第２章第７条「会員は、すべてい
ずれかの支部に所属するものとする。」により、必ずいず
れかの支部に所属することになっております（※どの支部
に所属しているかは、同窓会支部規程をご覧ください）。
支部会費の納入をよろしくお願いいたします。

※各支部の会員数は平成27年４月30日現在のものです

いつか私も是非…

●岡山県支部（15,273人）
今年度は、昨年９月に第17回ノートルダムトロフィー・English Speech Contestを開催し、17

名の高校生が県内外から参加、素晴らしいスピーチを聴かせてくれました。
　また「地域花みずき会」は東備地域（第10回）、総社地域（第４回）、吉備地域（初回）の3か所
で開かれ、会員相互の親睦を深めることができました。
　そして今年は、6月21日に「第10回総会・親睦会」を開催いたします。親睦会では同窓生によ

流暢な英語で自分の主張

●四国支部（940人）
昨年６月１日に、第15回四国支部総会・懇親会を今治国際ホテルで開催しました。
総会後、渡辺和子理事長様に「人格論のアフターケア」と題したご講話をして頂きました。

髙木孝子学長様には、社会の中での大学の役割についてなど、学長補佐菊永茂司教授から
は、大学の現況についてお話を伺いました。
　続く懇親会は、テーブル毎にお客様を囲んで親睦を深める時間になりました。また、参
加できなかった方からの返信葉書に記された近況を抜粋しまとめたものを準備し、理事長
様、学長様にもお伝えすることができました。
　新しい試みとして、62期卒業の同窓生45名に、支部からのお知らせと支部規約をお送りしました。支部会への理解が得られていることを
実感しています。次の総会開催は28年度です。

充実した楽しい時間

●広島支部（1,633人）
昨年８月17日に第24回総会・懇親会を開催いたしました。理事長様、学長様、学長補佐菊永先生をお

迎えし、懐かしく温かいひとときを過ごすことができました。本学卒業生で、NPO法人「子どもシェル
ターモモ」専務理事の西崎さんのご講演では「子どもの居場所」を守るために奔走しておられる姿に一同
感銘を受けました。私達も「小さき人々」のために心を尽くす人でありたいと願いながら、笑顔のうち
に会を終えることができました。

懐かしく温かいひととき

●九州支部（730人）
昨年８月３日鹿児島サンロイヤルホテルにて第17回九州支部総会・懇親会を開催致しまし

た。渡辺理事長様、髙木学長様、山下光昭名誉教授をお迎えし、まるで女子大生に戻ったか
のように学生時代の思い出に花を咲かせ心温まる時間を過ごすことが出来ました。会の最後
では39期国文の野間口さん指揮、44期食品栄養の市来さんのバイオリン演奏で大学歌を歌
い和やかな雰囲気のまま閉会致しました。次回は長崎です。またお会い致しましょう。

バイオリン演奏で大学歌を

平成27年２月14日（土）ノート
ルダムホール中央棟８階会議室
において、平成26年度の支部長
会を開催しました。全国９支部
からお集まりいただき、各支部
の様子や活動を伺いました。和
やかな中、活発な意見交換もで
き有意義な会となりました。

11月29日（日） 渡辺理事長・髙木学長
本保恭子

８月29日（土）
11：00～14：30 ホテルグランドパレス

KKRホテル札幌

ホテルサンルートプラザ名古屋

渡辺理事長・髙木学長
葛生栄二郎・本保恭子

支 部 名 日　　時 場　　所 招 待 者（敬称略）

岡山県支部

北海道ユリア会

東 京 支 部

東 海 支 部

■平成26年度支部長会報告

■平成27年度 支部総会開催予定表

６月21日（日）
10：30～14：00
９月７日（月）
11：30～14：00

カリタスラウンジ 渡辺理事長・髙木学長

支部長  土井添美穂子

支部長  藤澤陽子

支部長  土岐久美子

るアトラクションなど楽しい趣向もあり、心温まる楽しいひとときが持てたらと思います。
支部長  片山幸子

支部長  三輪洋子

●京阪神支部（2,265人）
昨年8月24日、ホテルグランヴィア京都におきまして、第25回総会・懇親会を開催いたしまし

た。当日は210名の同窓生と理事長様、学長様、学長補佐菊永先生、片岡先生にご臨席賜り、終
始和やかな会になりました。
　今期は4月より37・38期の役員がバトンを引き継ぎ、第26回総会に向けての準備を始めまし
た。同窓生の絆を大切に、また母校の発展のために力を合わせて務めてまいります。来夏はぜ
ひ京都にお越しくださいませ。 同窓生の絆を大切に

●東海支部（630人）
東海支部は今年、２年に一度の支部総会・懇親会の年となっております。東海支部の皆様には

ご案内状を差し上げましたが、11月29日にホテルサンルートプラザ名古屋にて開催いたします。
渡辺理事長、髙木学長、児童学科の本保恭子先生にご臨席いただく予定です。皆様、どうぞ懐
かしい母校の雰囲気を味わいにお越しください。34期から37期のスタッフが心をこめてお迎え
いたします。 秋にお会いできることを楽しみに支部長  高橋真弓

●東京支部（2,139人）
東京支部では、36期・37期が役員となり、お世話をさせていただいております。昨年には同

窓生の皆様の交流の場として活用していただけるよう、Facebookを開設いたしました。
８月29日（土）に九段下のホテルグランドパレスで開催いたします支部総会・懇親会には、渡

辺理事長、髙木学長、葛生栄二郎先生、本保恭子先生のご臨席を賜ります。よりよい会となり
ますよう、精一杯の準備を進めております。おひとりでも多くの同窓生の皆様に参加していた
だきたいと思っております。

■Facebook  https://www.facebook.com/ndsu.tokyo　　■ホームページ  http://ndsu-tokyo.fem.jp/

吉祥寺の修道院にて支部長  中瀬順子

●北海道ユリア会（53人）
昨年10月に渡辺和子理事長様がご講演で札幌にお越しになられました。お忙しくお疲れのなか、

お時間を割いて下さいまして、お食事をご一緒させて戴くことができました。心豊かな幸せなひ
とときを過ごせましたことを感謝申し上げます。
　本年9月7日に総会を開催致します。皆様にお会いできますことを楽しみにしております。

心豊かな幸せなひととき代表  小池裕子

支部長  村中扶美恵

支部だより
北海道ユリア会

東海支部

京阪神支部

鳥取支部
岡山県支部
広島支部

九州支部 四国支部

東京支部

支部マップ

全国９支部から、
活動の様子が
届きました。



代議員総会での熱心な審議
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奨学金の給付
奨学生指導会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫（点訳絵本奉仕）
エンジェル会奉仕
フリージアの会
ホームカミングデー
生涯教育講座
会報発行
支部支援
名簿管理
ステップアップセミナー
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
法定福利費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課
寄付金

生涯教育支援積立金
会報発行積立金
名簿積立金
建物積立金
諸事業積立金

入会金、会費収入
一般寄付
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料

13,000,000
1,500,000
15,450,000
1,600,000
350,000
500,000
150,000
70,000
50,000
300,000

32,970,000
11,709,177
44,679,177

12,725,000
1,419,336
12,438,300
1,180,710
429,270
1,127,357
171,952
149,958
131,605
316,200

30,089,688
11,709,177
41,798,865

13,000,000
1,400,000
14,000,000
1,200,000
350,000
700,000
150,000
70,000
50,000
300,000

31,220,000
9,928,733
41,148,733

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
平成26年度  決算報告（平成26年４月１日～平成27年３月31日）
平成27年度  予　　算（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

科 目
中 科 目

平成26年度
総括予算額

平成26年度
総括決算額

平成27年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入
寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

小　　　計
前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング

会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

1,750,000
150,000
100,000
200,000
200,000
200,000
200,000
600,000
800,000
3,800,000
1,800,000
200,000
100,000
50,000
300,000
9,200,000
1,300,000
537,858
550,000

△537,858
21,500,000
5,500,000
800,000
500,000
100,000
400,000
200,000
400,000
100,000
200,000
400,000
50,000
50,000
200,000
500,000
50,000
800,000
1,400,000
100,000

11,750,000
6,429,177

3,000,000
2,000,000

44,679,177

1,750,000
117,613
207,865
86,000
123,282
75,261
99,861
217,749
444,941
3,153,786
1,849,314
16,636
27,132
32,320

0
7,943,560
898,000
537,858
1,252,232
△679,604
18,153,806
4,864,890
725,537
220,871

0
286,617
10,765
272,815

0
149,904
404,349
43,524
18,403
145,862
466,560
17,724
315,002
630,100
143,403
8,716,326

0

3,000,000
2,000,000

9,928,733
41,798,865

1,250,000
150,000
100,000
200,000
200,000
200,000
200,000
500,000
600,000
3,800,000
1,800,000
200,000
90,000
50,000

9,000,000
900,000
679,604
750,000

△679,604
19,990,000
4,800,000
700,000
500,000
100,000
400,000
100,000
400,000
100,000
200,000
400,000
50,000
50,000
200,000
500,000
50,000
600,000
671,000
100,000
9,921,000
8,237,733

1,000,000

1,000,000
1,000,000

41,148,733

〈支出の部〉
科 目

中 科 目 小 科 目
平成26年度
総括予算額

平成26年度
総括決算額

平成27年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

予 備 費

積立金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計

監　査　報　告

平成26年4月1日から平成27年3月31日までの平成26年度
における会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要
（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と

思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、

理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と
思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見
（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録

は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状
態を正しく示していると認める。

（２）事業報告書の内容は真実であると認める。
（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則
　　　に違反する重大な事実はないと認める。

以　上
　　　平成27年４月24日
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（2015.5.25現在 109名）
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簿

専 ４期・英
専 ５期・保
大 ３期・家
大 ６期・英
大 ６期・家
大 ７期・家
大 ８期・英
大 ８期・国
大10期・英
大10期・国
大10期・家
大11期・英
大12期・国
大12期・家
大13期・家
大14期・国
大14期・家
大15期・国
大15期・家
大16期・英
大16期・家
大16期・家
大17期・国
大17期・家
大17期・食
大18期・英
大18期・国
大18期・家
大18期・家
大18期・児

宮　谷　照　子
中　張　悦　子
岡　部　　　泉
鈴　木　菊　子
藤　井　倫　子
大　熊　庸　代
信　岡　敦　子
石　井　良　枝
大　熊　昌　子
古　田　啓　子
元　井　和　子
佐々木　道　子
杉　本　香奈恵
齋　藤　　　緑
光　藤　明　子
入　江　浩　子
嘉　数　歳　子
香　山　キミ子
石　津　ミチ子
岡　本　恵美子
山　本　知　子
百合草　孝　子
天　野　ひろみ
岡　本　瑠　美
山　本　祥　子
神　本　富　子
上　川　和　子
近　藤　久　子
高　木　知恵子
小郷原　惠美子

大18期・児
大19期・国
大19期・食
大20期・国
大20期・児
大20期・食
大21期・国
大21期・食
大22期・英
大22期・家
大23期・国
大23期・児
大24期・英
大24期・食
大25期・英
大25期・国
大26期・英
大26期・児
大26期・児
大27期・家
大28期・家
大28期・家
大28期・食
大29期・児
大30期・英
大30期・食
大31期・英
大32期・家
大33期・英
大33期・国

平　野　順　子
上　野　和　子
坂　本　鈴　子
須　江　秀　子
稲　田　敏　子
片　岡　富　子
鳥　取　温　子
小　山　育　子
森　田　恵　子
福　田　典　子
長　野　育　子
椋　代　公　子
神　浦　由　里
河　合　博　美
川　口　礼　子
大河原　桂　子
豆　谷　裕　子
福　田　澄　恵
牧　　　豊　子
服　部　裕　子
片　岡　一　惠
河　原　秀　子
長　尾　祥　誉
金　光　真　里
畑　野　比呂美
藤　田　雅　子
佐　藤　由美子
佐久間　敦　子
高　木　祥　子
那　須　英　糸

大34期・国
大34期・家
大35期・国
大35期・家
大36期・食
大37期・食
大37期・食
大38期・国
大39期・児
大39期・食
大40期・英
大41期・英
大41期・家
大42期・家
大43期・家
大44期・英
大44期・国
大45期・国
大45期・家
大46期・家
大47期・食
大48期・児
大49期・英
大50期・英
大51期・英
大52期・日
大52期・食
大53期・生
大54期・食
大55期・社

前　田　敦　子
岸　本　晴　美
時　久　祐　子
中　野　明　子
青　木　　　泉
渡　部　睦　美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
木　村　久　恵
山　本　小百合
中　内　　　香
髙　野　友　紀
吉　村　香　里
井　上　圭　子
内　藤　知　美
仁　科　麻　紀
東　山　有　未
松　岡　一　美
岡　村　亜　希
清　水　　　薫
北　原　香　奈
堀　米　直　子
筒　井　智　美
西　川　照　美
髙　橋　三紗子
内　藤　景　子
菱　川　明　子
苗　松　亜耶子
金　谷　祐　子
神　原　芳　里

期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名
大56期・英
大56期・生
大56期・生
大57期・英
大57期・生
大57期・児
大57期・食
大58期・食
大58期・食
大59期・生
大60期・日
大60期・日
大60期・社
大61期・日
大61期・日
大62期・日
大62期・日
大63期・生
大63期・社

高　原　佐知子
江　國　未　來
野　瀬　裕　子
坪　本　由　佳
立　石　麻美子
秀 梓
藤　田　雅　子
井　上　結　貴
柏　瀬　晴　子
小　林　由　佳
石　原　三希江
久木野　優　子
槇　尾　早奈恵
笠　原　彩　奈
信　江　有　紀
西　川　綾　華
渡　邉　貴　子
石　田　みずえ
笹　治　　　里

期・科 氏 　 　 名

総会報告文化講座

文　　学

講 座 名
『源氏物語』を読む。
『百人一首』を読む。

ノートルダム清心女子大学名誉教授

赤 　 羽 　 　 淑 20人 5月～7月、9月～3月
月曜日（月2回）14：00～15：30

26,000円
（1カ月/2,600円）

テキスト代

テキスト代
資料代他・初回

（3,500円～3,800円）

テキスト代・初回
（4,030円税込）

謡本
[初心本・5曲入り]
（3,780円）
扇（4,000円）

ペン習字

文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
岡山書写教育研究会師範

田　中　慎　子
　 　　（更 愁）

各クラス
10人

5月～7月、10月～1月
①毎週水曜日13：30～14：40
②毎週水曜日15：00～16：10 書写検定受験者は

受験料と参考書必要

ゆかた、足袋等の
準備が必要な場合
がある

18,200円
（1カ月/2,600円）

文部科学省後援硬筆書写検定3
級、2級、1級の合格を目指して
公的資格を取得する。及び実用
書の練習を通して文字の上達を
目指して書の文化にも触れる。
はがき・手紙にも挑戦して生活
を楽しむ。

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

武 者 小 路 千 家 正 教 授

笹　井　浩　子

各クラス
20人

5月～7月、10月～2月
①毎週金曜日10：00～12：00
②毎週金曜日13：30～15：30

5月～3月
毎週火曜日
10：00～15：00

24,800円
（1カ月/3,100円）

水屋料・月額
（500円）

22,000円
（1カ月/2,000円）

1カ月/ 3000円

ゆかたから留袖まで自分で着ら
れるようになる。和の文化につ
いても学べるし、マナーも身に
つけることができる。人に着せ
付けることも可能。講師の資格
も取得できる。

謡曲・仕舞
（観世流）

茶　　道
（武者小路千家）

日本舞踊
（正派若柳流）

日 本 能 楽 会 会 員
京 都 観 世 会 副 会 長

職分  林 喜右衛門師

正 派 若 柳 流 師 範
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

6～7人

10人

20人

火曜日（月２回）
10：00～15：00
稽古所要時間は
１科目 20～30分

第１・３木曜日
10：00～12：00

 謡曲のみ（1カ月）
一般3,000円 学生2,000円
 謡曲と仕舞（1カ月）
一般6,000円 学生3,000円

能楽の台本である謡を通し、日
本の文化・歴史を知り、仕舞を
通して舞を学ぶ。

茶道を学ぶことで、和の文化を
知りマナーを身につける。茶会
への参加もある。

日本舞踊を身近に感じてもらえ
る様、初心者の方でも親しみや
すい曲、また、小唄・端唄と
様々なジャンルを用いて日本舞
踊の指導を行う。

講 師 内 容 定 員 曜日・期間等 受講料（全納） 教　材　費
平成27年度  文化講座

※5月開講ですが、申し込みは随時受け付けます。 ノートルダム清心女子大学同窓会
〒700-8516  岡山市北区伊福町2-16-9 TEL（086）253-8496
申し込み、問い合わせ

★ 代議員について ★
　日頃は代議員として活動してく
ださいまして感謝しております。
一部交代の方もあり、ここに改め
て氏名を掲載します。
　年一回の代議員総会は、本会の
最高議決機関です。それにご出席
（委任状含む）頂き、同窓会の活
動や、会の在り方などご審議くだ
さい。

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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大学からのお知らせ

同窓生の皆様には平素から資料情報のご提供をいただきありが
とうございます。
　2014年夏に、大学ホームページ企画「清心アーカイブズ」をリ
ニューアル公開しました。大学の歴史、人物、建物、キーワードを
掲載しています。大学公式
ブログも定期的に更新し、
卒業生の方への情報提供を
増やしてまいりますので、
ぜひご高覧ください。
　今後ともご支援・ご協力
のほどよろしくお願いいた
します。

大学ホームページ 「清心アーカイブズ」

●2015年度  オープンキャンパスのご案内
■６月　６月28日（日）
■７月　７月19日（日）
■８月　８月２日（日）

■10月　10月３日（土）
■   ３月　2016年３月21日（月）

＊事前にお申し込みのうえ、ご参加ください。
＊オープンキャンパスに参加できない方のために
サタデーキャンパス、相談会ウィークも開催しています。

＊資料編纂室では本学に関する資料を収集・保存しています。本
学資料をお持ちの方がいらっしゃいましたら、資料編纂室まで
ご連絡くださいますようご協力お願いいたします。

○詳しくは、ホームページをご覧ください。
TEL：086-255-5585（直通）
URL：http://www.ndsu.ac.jp/

入試広報部より

入試広報部

文学部教授

人間生活学部教授

人間生活学部教授

人間生活学部教授

人間生活学部教授

人間生活学部准教授

人間生活学部准教授

人間生活学部講師

人間生活学部助手

人間生活学部助手

神原 俊 治 先生
水谷 節 子 先生
稲森 義 雄 先生
大西 孝 司 先生
太郎良 裕子 先生

― この春ご退職の先生方 ―
ありがとうございました

資料編纂室 TEL 086-252-3107 FAX 086-252-7035
E-mail: archives@pluto.ndsu.ac.jp

※お電話でのご連絡は月～金 9時～16時半（祝・本学休業日を除く）

清心清心フェフェリーチェ開講講座開講講座201015年度5年度 清心清心フェフェリーチェ開講講座開講講座201015年度5年度 清心フェリーチェ開講講座

聖書講座聖書講座

特別講演特別講演

聖書講座聖書講座

特別講演特別講演

聖書講座

2015年度

～聖書の人間観～

特別講演

第１回

第２回

第３回

雨 宮 　 慧
11月14日（土）

11月21日（土）

11月28日（土）

上智大学名誉教授

「肉」と「霊」

「嘆き」と「賛美」

「生」と「死」

同窓会より

■日　時
■場　所
■内　容

第２・第４木曜日  10：00～16：00
ルルド館 第二会議室（２Ｆ）
①点訳絵本の作製と貸し出し（一般の方・岡山盲学校小
　学部の方）
②点訳絵本蔵書目録の作成
③「会報」の点訳（パソコン）

ゆめ文庫の活動

■日　時

■場　所

第2火曜日・第4土曜日
10：00～14：30（ご都合のいい時間にどうぞ）
ルルド館 第一会議室

フリージアの会の活動

●日時・場所

●内　　 容
●お　願　い

・10月25日（日）11：00～14：00
 （ホームカミングデー）カリタスラウンジ
・11月７日（土）10：00～15：00
（大学祭協賛）ヨゼフラウンジ

・奨学生支援の寄付金は同封の振込用紙をご利用く
　ださい。

・手作り品、遊休品をご提供ください。
　受付期間：７月１日～10月末日（同窓会事務局まで）

・手作り品の販売他・喫茶コーナー（大学祭当日）

平成27年度  奨学生支援バザー

「食品栄養学科創設5「食品栄養学科創設50周年記念式典ならびに祝賀懇親会周年記念式典ならびに祝賀懇親会」のご案内ご案内「食品栄養学科創設50周年記念式典ならびに祝賀懇親会」のご案内
　本年、食品栄養学科は、1965（昭和40）年開設から50年の節目の年を迎えます。
　つきましては、「食品栄養学科創設50周年記念式典ならびに祝賀懇親会」を開催いたします。多くの食品栄養学科卒
業生の皆様にお集まりいただきたく、謹んでご案内申し上げます。

●日 時：2015年11月８日（日） ●場 所：本学（ヨゼフ300）
　　　　 岡山ロイヤルホテル

ボランティア募集中〝 〟！

髙 木  孝  子
ノートルダム清心女子大学 学長

ノンフィクション作家
ノートルダム清心女子大学
カリタスホール（定員：470名）

７月４日（土）
13：30～15：00
10月31日（土）
13：30～15：00柳 田  邦  男

※ 特別講演は、往復はがきによる事前の申し込みが必要です。
　 申込み方法の詳細については、ノートルダム清心女子大学生涯学習センター事務室まで、お問い合わせください。

・療育園  第３・第４土曜日（10：00～12：00）
・睦学園  第１・第３金曜日（９：30～10：30）
　　　　  第１火曜日（10：00～11：00）
・児童院  第３・第４火曜日（11：00～13：00）
　　　　  第４水曜日（10：00～12：00）

エンジェル会の活動
■旭川荘

■ルルド館
・ハンドベルの練習  第２水曜日（10：00～）・第３土曜日（13：00～）

お問い合わせ先 生涯学習センター事務室 〒700-8516 岡山市北区伊福町２丁目16－9  E-mail: opc@post.ndsu.ac.jp
TEL 086－252－7045  FAX 086－252－7044

●
使
用
で
き
る
人

●
使
用
目
的

●
休
館
日

部屋の名称

備　　　考 寝具はリース（実費負担）超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使 　 　 用 　 　 料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

25人
14人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

1,500円
1,500円

3,000円
3,000円

（会議・会合等）
４時間以内

平　日：９時～16時　　 
土曜日：９時～14時30分

宿泊（１泊・１名）
16時～翌日９時

① ② ① ②

謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします
山本（池上）信子 様 （専４・英）
佐々木（国代）泰子 様 （専５・被）
斎藤（津崎）秀子 様 （専５・被）
佐々木（朝倉）志津栄 様 （大７・英）
髙橋（久永）浄子 様 （大８・国）
伊丹（前田）友子 様 （大９・家）
妹尾（樋口）夕起子 様 （大11・家）

田　中　正　子 様 （専１・保）
長代（塚前）　豊 様 （専１・保）
大杉（難波）千代子 様 （専１・被）
木本（大森）国代 様 （専２・物）
大　月　玲　子 様 （専３・被）
西美（片山）巳予子 様 （専３・被）
髙　見　　　巴 様 （専４・被）

岩　田　泰　子 様 （大23・食）
井崎（田和）充衣 様 （大28・国）
黒瀬（三宅）直子 様 （大28・児）
光　藤　早　苗 様 （大31・児）
秋山（栗本）道子 様 （大51・児）

同
窓
会
館
利
用
の
し
お
り

組
織
図

住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
届
け
の
お
願
い

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
創
立
記

念
日
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ツ
デ
ー
・

ク
リ
ス
マ
ス
・
夏
季
休
業
・
冬

季
休
業
等

①②
学
生
・
同
窓
生
・
岡
山
清
心

女
子
専
門
学
校
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
現
旧
教

職
員（
客
員
）及
び
そ
の
家
族

附
属
校
、
姉
妹
校
関
係
者
及

び
そ
の
家
族
・
同
窓
会
理
事

会
が
承
認
し
た
者

会
合
・
研
修
・
宿
泊

支　部
（東京・京阪神・九州・広島・東海・
四国・北海道ユリア会・岡山県・鳥取）

会　　　員
代議員総会

理　事　会 事　務　局

監査委員

分　　掌

特
別
委
員
会

・奨学生選考委員会
・役員選考委員会（該当期の代議員による）
・情報管理委員会
・講座対策委員会

総　務
・
財
産
管
理

・
会
計

・
会
館
管
理

・
会
議
・
書
記

・
支
部
総
括

・
特
別
委
員
会

広　報
・
会
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホームカミング
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

・
生
涯
教
育

ボランティア
・
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

・
ゆ
め
文
庫

・
エ
ン
ジ
ェ
ル
会

奨学金事業
・
奨
学
生
・
指
導

・
奨
学
生
支
援
事
業（
バ
ザ
ー
）

・
奨
励
賞

講　座
文化講座 学生支援講座

・
文
学
・
ペ
ン
習
字

・
着
付
け
・
謡
曲

・
茶
道
・
日
本
舞
踊

・
パ
ソ
コ
ン
講
座

・
公
務
員
・
教
員
採
用

  

試
験
対
策
学
内
講
座

・
秘
書
検
定

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

午後１時30分～３時30分（記念式典）
午後４時～６時（祝賀懇親会）

「食品栄養学科創設50周年記念式典ならびに祝賀懇親会」実行委員会　委員長 北畠直文
連絡先：食品栄養学科合研 石井綾奈　Tel 086-252-2297  E-mail:nutri2@pluto.ndsu.ac.jp

無 料中年期の危機と挑戦
－許せる人になるために－

最後の刻まで生きるとは 一般  1,000 円
学生  500 円

遠藤 美智子 先生
大石 純 子 先生
藤村 省 蔵 先生
今里 有紀子 先生
曽我部  咲 先生

平成27年度の生涯教育講座は去る５月30日（土）代議員総会の日の午前に、学内ヨゼフホール（旧寮）において、本
学卒業生であり、がんと闘いながら多方面にご活躍の、学校法人ザベリオ学園 学園長 守屋博子さん（11期 英文）
に「生かされて、生きる喜び ～20年前から癌とともに生きる～」との演題でご講演いただきました。

平成27年度生涯教育講座開催のご報告

時 間：13：30～15：00
定 員：80名
受講料：一般 1,500円，学生 750円

安　田　昌　代 様 （大14・英）
藤原（守田）仁美 様 （大14・家）
浦野（宇都宮）妙子 様 （大17・食）
松本（木村）陽子 様 （大20・国）
藤　原　政　子 様 （大20・国）
田（ 田）和代 様 （大21・児）
木村（西山）雅子 様 （大22・英）

ノートルダム清心女子大学 同窓会
長方形
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本紙の印刷には環境にやさしい植物性大豆油インクを一部使用しています。

●題字　高木聖鶴
●表紙　ジュリーホール北側の桜並木より中央棟を臨む

ホームカミングデーのご案内

平成27年度 ホームカミングデーを下記の日程で開催いたします。
この度、渡辺和子理事長様が米寿をお迎えになられました。
私たちのささやかなお祝いと心からの感謝の思いをお伝えしたい
と願い、平成27年度『同窓生の集い』を計画しております。
皆さまお誘いあわせのうえ、是非ご参加ください。

日 時
場 所
内 容

■
■
■

：
：
：
ノートルダム清心女子大学  カリタスラウンジ
同窓生の集い 

参 加 費
定 員
申込み方法

■
■
■

：
：
：

3,500円（昼食代含む）
300名 ※先着順に受付し、定員になり次第締め切ります。

注 意 事 項

お問い合せ

■

■

：

：

駐車場はありませんので、
公共交通機関をご利用ください。

ノートルダム清心女子大学同窓会

結果は随時お送りしますので、その後に、会報に同封の振込用紙にてお振込みください。
※出席の方につきましては、当日配布資料のご出席者
　名簿にお名前を掲載いたしますことをご了承下さい。

往復はがきにてお申し込みください。

編
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。

　

平
成
二
十
六
年
度
の「
生
涯
教
育
講
座
」で
は
、

Ｎ
Ｈ
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岡
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ま
し
た
。
御
臨
席
い
た
だ
い
た

江
草
安
彦
先
生
が
三
ヵ
月
後
に
突
然
御
逝
去
な
さ
い

ま
し
た
。
江
草
先
生
は
児
童
学
科
の
基
礎
を
築
か
れ

た
初
代
学
科
長
で
あ
り
、
学
長
補
佐
と
し
て
大
学
の

発
展
に
多
大
な
寄
与
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

後
は
先
生
の
御
遺
志
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
へ
の
御
意
見
、
御
感
想
な
ど
を
広
報
部
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会
で
は
情
報
管

理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の
皆
様
の
個
人
情
報
の
適
切

な
取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
提
供
範

囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請
が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、本
会
の
必
要
な
範
囲
に
限
定
し
、

使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

　

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
か
ら
の　

　

連
絡
送
付

　

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

　

●
会
員
確
認
調
査

　

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供
は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

ジュリーホール北側の桜並木より中央棟を臨む

記

中央棟は1995年に完成した、学内で一番高い地上12階の総合施設。講義室や研究所、会議室のほか、最上階には、ノアの箱舟を模した
小聖堂、塔屋にカリヨン（組鐘）を設け、12時と18時に時を告げています。
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会長挨拶

学長挨拶

理事長挨拶

2014年度 活動報告

ホームカミングデー

ボランティア

学生支援事業

支部だより

総会報告

文化講座

同窓会より

大学からのお知らせ

ホームカミングデーのご案内

往　信 返　信

700 8516
岡
山
市
北
区
伊
福
町
二
ー
一
六
ー
九

「
同
窓
生
の
集
い
」
の

参
加
希
望
し
ま
す

・
○
○
期
○
○
科

・
氏
名

・
電
話
番
号

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会

生
涯
教
育
係

往
信

返
信

図1 往復はがきの記入例

無
記
入

住
所
・
氏
名

・理事長様のご講話（30分）
・会食
・フリージアの会による手作り品の販売

渡辺和子理事長様の米寿のお祝いを

平成 　　年　　　月　　　日（日） 11：00～14：00 〔受付 10：00～〕10 2527

ごきげんいかがですか？今年は人生節目の年「傘寿」ですね！？前回
同期会をして既に６年経ちました。元気なうちに再度懐かしい学び舎
に集い、母校の目覚ましい発展ぶりを眺め乍ら年相応の情報交換を楽
しみませんか？ご出席の人数が把握出来れば、二次会のプランを具体
化する心積もりでおりますから、早めにお申込み頂ければ好都合です。
尚、妙案やご注文があればお申し越しください。ごきげんよう。

●八村（蜂谷）節子 ＴＥＬ（0863）31-0697
●鈴木（小田）菊子 ＴＥＬ（086）238-8805

六期生の皆様へ
日　　時
場　　所
申込方法
締 切 り
連 絡 先

平成27年　　月　　日（日）
カリタスラウンジ「同窓生の集い」にて
「同窓生の集い」と同じです。
月　　日（厳守下さい。）
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